
公益社団法人 日本証券アナリスト協会

金融・産業界からも高い評価
通信教育講座ガイド

公益社団法人 日本証券アナリスト協会は
「証券投資と証券知識についての学習」を

各方面で支援しています

お問合せ先

公益社団法人 日本証券アナリスト協会
〒103-0026　東京都中央区日本橋兜町2-1
　　　　　　　東京証券取引所ビル5階

TEL：03（3666）1511　 FAX：03（3666）5843
E-mail：education@saa.or.jp（CMA、ポートフォリオ、デリバティブ）
　　　　ccma@saa.or.jp（CCMA）
　　　　kiso@saa.or.jp（基礎講座）
　　　　ciia＠saa.or.jp（CIIA）
　　　　suryo@saa.or.jp（数量分析）
　　　　seminar@saa.or.jp（講師派遣制度）
U R L ：http://www.saa.or.jp

2011年 9月 1日

公益社団法人 日本証券アナリスト協会は、証券アナリストの育成とそれを通じて証券市場および日本経済の発展に寄
与することを使命として、1962年（昭和 37年）に設立された社団法人で、現在約2万 4千人の個人会員と450社・
団体の法人会員、法人賛助会員で組織されています。
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◆ 寄付講座の提供
◆ 授業、学内・学外セミナーへの講師派遣
◆ オープンキャンパスのお手伝い
◆ 大学生のための証券投資に関する教材テキストの提供

◆ 平成 23年 4月からの公益社団法人への移行と共にスタート。
◆ 当協会の目的及び事業を賛助する方であればどなたでも入会可能です。
◆ 証券アナリスト（検定会員）と同等のサービス（情報提供サービスや
　 講演会等への参加）を受けられます。

企　業 学　校 地　域

◆ 全国各地の中学・高校・大学、カルチャーセンター、地域のサークル
　 等の授業、講演会、セミナー等にボランティアの講師派遣を行ってい
　 ます。
◆ 講師は、証券投資分析のプロで実践・理論両面に詳しい証券アナリス
　 ト（CMA®）が務めます…初歩的なレベルから大学の講義レベルまで
　 種々のニーズに応えます。

証券アナリストは、時代が求めている最高のプロフェッション、

専門職業人の1つです。証券投資の分野において、高度の専門知識と

分析技術を応用し、各種情報の分析と投資価値の評価を行い、

投資助言や投資管理サービスを提供するといった重要な役割を担っ

ており、一連の投資意思決定過程に欠くことができないプロフェッ

ションです。その活躍の場は、証券・金融界にとどまらず、一般企

業の財務・IR 部門などにも広がっています。日本証券アナリスト協

会が提供する「証券アナリスト教育・試験制度（CMA®プログラム）」

は、証券アナリストに要求される高度な専門知識や分析力を身につ

けるための「通信講座・試験」による体系的な学習手段です。こ

れまでも多くの方がこのプログラムに参加され、現在約 2 万 4 千人

の方が当協会の検定会員（略称 CMA®）資格を得ています。

　昭和 37年（1962 年）に発足以来、証券アナリストの育成と社会的地位

の向上を目指し、「証券アナリスト教育・試験制度」の実施をはじめ、「国際

資格（CIIA®）試験」や各種セミナー・講演会など継続学習プログラムにも

力を注いでいます。また、企業会計の研究、ディスクロージャーの推進、グロー

バルな投資パフォーマンス基準の策定、海外のアナリスト協会との連携など

にも取組んでいます。

　平成 23 年 4 月には、内閣総理大臣による公益認定を受け、社団法人か

ら「公益社団法人 日本証券アナリスト協会」に移行しました。平成 24 年

10月には創立50周年を迎えます。

公益社団法人日本証券アナリスト協会（SAAJ®）

新しい時代のプロ

証券アナリスト
とは

®

®

証券アナリスト
金融のプロを目指す！！

学び易い学習プログラムを提供！
スクーリング形式の新講座もさらに充実！



いずれも通信講座の前提講座ではありません

証券アナリスト（CMA®）
日本証券アナリスト協会® が提供する「証券アナリスト教育・試験制度」は、通信教育講座と講座修了後の試験で構成される

体系的な学習プログラムです。1次レベル 3 科目合格者は、2 次レベル講座に進めるほか、検定会員補（CCMA®）の登録資

格を得られます（要「職業倫理」講座修了）。また、2次レベル合格と 3年間の実務経験があれば、日本証券アナリスト協会検

定会員（CMA®）となれます。

さらに、検定会員登録後、国際的に活躍できる国際資格試験制度も設けられており、合格者には「国際公認投資アナリスト

（CIIA®）」の称号が与えられます。

なお、ファイナンスの基礎知識や数学の基礎、さらには難解といわれるポートフォリオ理論やデリバティブを学びたい方には

それぞれ「証券アナリスト基礎講座（通信教育）」、「数量分析入門教室」及び「ポートフォリオ理論初級講座」、「デリバティブ

初級講座」等のスクーリングが用意されています。

あなたのMarket Valueを
最大限まで

ひきあげるには！

日本証券アナリスト協会検定会員

国際公認投資アナリスト

日本証券アナリスト協会
検定会員補（CCMA®）

+3年間の実務経験

通信教育講座 第2次レベル
（受講・受験）

通信教育講座 第1次レベル
（受講・受験）

（通信教育）
証券アナリスト基礎講座
初歩・入門コース

（スクーリング）
・証券アナリストの数量分析入門教室
・ポートフォリオ理論初級講座 　　　
・デリバティブ初級講座　　　　　　

公益社団法人 証券アナリスト協会
証券アナリスト通信教育講座試験案内

証券アナリスト教育・試験制度
　  ポイント1：最新
通信テキスト全面リニューアル！
1次でミクロ経済学、2次でコーポレート・ファイナンス、行動ファイナンス、
信用リスクモデルを拡充ないし新規に！ IFRS の解説も充実！

　  ポイント2：学びやすい
1次試験を年 2回実施。通信テキストで完結する教育体系。
インターネット練習問題で理解度をセルフ・チェック！

　  ポイント 3：フレキシブル
カリキュラムの柔軟な変更、実践的かつ学際的なプログラム。

ー 2 次試験合格と3年の実務経験で検定会員（CMA®）資格が得られます ー
科 目 構 成：「証券分析とポートフォリオ・マネジメント」、「コーポレート・ファイナンスと企業分析」、
　　　　　　　　　　  「市場と経済の分析」、「職業論理・行為基準」の 4科目。4 科目一括受講が必要。
受 講 資 格  ：証券アナリスト第1次試験の3科目に合格した方。
　　　　　　　　　　 （3科目合格となった年から3年以内に第2レベル講座の受講が必要。）
標 準 受 講 期 間  ：毎年8月～翌年4月（9か月間）
受講料（消費税込み）：51,000 円（4科目、総合受講）
受験料（消費税込み）：8,000円
第　2　次　試　験  ：毎年 6月（受講年度の翌年から連続 3年間受験可能）
試　験　会　場　　  ：国内 9 都市（東京、大阪、名古屋、札幌、仙台、金沢、広島、松山、福岡）、
　　　　　　 　　　　海外 3 都市（ニューヨーク、ロンドン、香港）

証券アナリスト　第2次レベル講座（受講・受験）

ポートフォリオ 理論初級講座（スクーリング）

デリバティブ初級講座（スクーリング）

ー 難しいデリバティブを分かり易く解説 ー

デリバティブが苦手な方、デリバティブの知識と応用を整理したい方にお勧め
講座の特徴
①学習効率の高い対面方式でのフェイス・トゥ・フェイスの授業
②土曜日2回で合計10 時間の短期集中型プログラム
③新鋭のファイナンス研究者が、難しいデリバティブの理論を平易に解説
参加料（消費税込み）：22,000 円

証券アナリスト　第1次レベル講座（受講・受験）

試験は年2回（4月・9～10月）ー 最高6回までの受験が可能 ー
科 目 構 成：「証券分析とポートフォリオ・マネジメント」、「財務分析」、「経済」の3 科目。
　　　　　　　　　　  任意の1～2 科目の選択受講または、3 科目一括受講のいずれかを選択可能。ただし 4 年以内に 3 科目の
　　　　　　　　　　  受講が必要。
受 講 資 格 ：年齢・学歴にかかわりなくどなたでも受講可能。
標 準 受 講 期 間：毎年6月～翌 1月（8か月間）
受講料（消費税込み）：科　　  目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員受講者　　　　一般受講者
　　　　　　　　　　  「証券分析とポートフォリオ・マネジメント」　　　　29,000 円　　　　33,000 円
　　　　　　　　　　 「財務分析」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14,000 円　　　　16,000 円
　　　　　　　　　　 「経済」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14,000 円　　　　16,000 円
　　　　　　　　　　  3 科目一括受講の場合　　　　　　　　　　　　　　48,000 円　　　　54,000 円
受験料（消費税込み）：「証券分析とポートフォリオ・マネジメント」　6,000円、「財務分析」　3,000円、「経済」　3,000円
第　1　次　試　験　：毎年 4月（春）と9月または10月（秋）（受講年度の翌年から連続 3年間受験可能）
試　験　会　場　　   ： 国内 9 都市（東京、大阪、名古屋、札幌、仙台、金沢、広島、松山、福岡）、
　　　　　　　　　　 海外 3 都市（ニューヨーク、ロンドン、香港）で実施。

国際公認投資アナリスト
CIIA®

（Certified International Investment Analyst）

検定会員（CMA®）資格者には世界への扉が！
受験資格：当協会のCMA®（検定会員）である方。
　　　　　（登録後 5 年間計10 回受験可能）
試験構成：第1単位　3 時間
　　　　　第2単位　3 時間
試 験：毎年 2回（3月、9月）。
試験会場：東京、大阪、香港、ニューヨーク、ロンドンほか
　　　　　ACIIA 加盟協会所在地で受験可能。
出題言語：2012 年 3月試験より日本語または英語のいずれ
　　　　　かを選択可能。
　　　　　（解答も日本語・英語任意）

登 録 料 （5年間有効）　　　　35,000 円
再登録料　合格単位のある場合　20,000 円
　　　　　合格単位のない場合　30,000 円
受 験 料   1単位のみ受験　　　15,000 円
　　　　　2単位とも受験　　　25,000 円

CIIA 資格取得者 5,969 名

うち当協会のCMA検定会員2,377名。

証券アナリストの数量分析入門教室（スクーリング）
ポートフォリオ理論初級講座（スクーリング）

ー 最新のポートフォリオ理論を効率良く学習 ー

講座の特徴
①学習効率の高い対面方式でのフェイス・トゥ・フェイスの授業
②土曜日2回で合計10 時間の短期集中型プログラム
③証券アナリストにとって不可欠の「証券投資理論」の基本である
　「現代ポートフォリオ理論」を平易に解説
参加料（消費税込み）：22,000 円

証券アナリスト基礎講座

「証券投資の基礎を学びたい」「将来、証券アナリストをめざしたい」方々
にとってより学習し易い内容になりました。
インターネット上で簡単に理解度チェック！
すべて学習を終えたら、修了試験でさらにチェック！
（修了試験合格者には「修了証」が授与されます）

受 講 資 格 ：年齢・学歴・学位等にかかわりなくどなたでも受講可能。
標 準 受 講 期 間 ：5か月
受講料（消費税込み）：15,000 円
　　　　　　　　　　  学生割引12,000 円（インターネット申込の場合）
　　　　　　　　　　  企業割引 13,500 円
修　了　試　験　　  ：コンピュータ試験により全国都道府県100か所余りの試験
　　　　　　　　　　  会場で随時実施

日本証券アナリスト協会検定会員補（CCMA®）

ー 2004年 4月に開始以来、既に登録者1,100名超。ー
検定会員補の特典：会員並みのサービスが受けられます。
　　　　　　　　　名刺に称号を記載することもできます。
登 録 資 格：
①証券アナリスト第1次試験の3科目に合格している方。
（証券アナリスト職業行為基準の講習を終了することが条件）
②証券アナリスト第2次試験に合格しているが実務経験の不足等により、まだ検定
　会員資格が得られない方。
登 録 料：  5,000 円　登録時1回限り
登録継続費：12,000 円　年間料金
●職業行為基準講習の必要な方は、
上記金額+講習参加時に講習参加料 5,000 円（消費税込み）要

  教育プログラム関係
  お問い合わせ先
電　　　　 話：03（3666）1511
ファックス ：03（3666）5843

E - m a i l：
C M A　　　：education@saa.or.jp
C I I A　　　：ciia@saa.or.jp
C C M A　　：ccma@saa.or.jp
基 礎 講 座：kiso@saa.or.jp
数量分析教室：suryo@saa.or.jp
ポートフォリオ・
　　デリバティブ：education@saa.or.jp

このパンフレットの内容は 2011年 9月1日現在のも
のです。受講料、受験料を含め、先行き予告無く変
更することがあります。

®

ー 効率的なサポート教室！　基礎と重要ポイントを徹底コーチ！ ー

授業構成：3週間で合計10時間の集中プログラム。
　　　　　主に証券アナリスト試験1次レベルの問題を選び、関連する数学の講義・問題解説
　　　　　+小テストにより理解度を確認する立体構成。
　　　　　本講座のほか、予備知識に不安のある参加者には別途6時間の予備講座を用意。
参 加 料（消費税込み）　　　　： 受講者・会員 20,000 円、一般 25,000 円
予備講座参加料（消費税込み）： 受講者・会員 10,000 円、一般 15,000 円

証券アナリスト1次突破への足がかりに！
（数学の苦手な方にお勧め）

テキストを全面改訂
平成23年度から全面改訂された新テキストを使用！

さらに詳しい
情報はこちら！

+職業行為基準の講習


